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内容の要旨および審査の結果の要旨
原発性非小細胞肺癌切除例３１８例を対象に核ＤＮＡ量を測定し，生物学的予後因子としての意義
について検討した。核ＤＮＡ量はパラフィン包埋ブロック1,525個から得た検体によう化プロピ
ジウムによる核染色を行ってフローサイトメトリーにて測定した。原発巣については腫瘍最大割
面全体のパラフィン包埋ブロックを使用した。核ＤＮＡ量は，ヒストグラム上のＤＮＡ指標で評
価し，腫湯細胞と正常細胞の核ＤＮＡ量が相対的に等しいと考えられた場合，これをＤＮＡ二倍
体腫瘍（以下，Ｄ型）とし，一方，これが異なる場合をＤＮＡ異数倍体腫瘍（以下，Ａ型）とし
た。得られた結果は以下のどと〈である。
(1)核ＤＮＡ量の測定は原発巣の９８４％で可能であり，原発巣３１３例の測定の結果，Ｄ型は７８
例（２４９％），Ａ型は２３５例（７５．１％）であった。(2)原発巣がＤ型を示し，かつ，リンパ節転
移を認めた症例48例中22例（４５８％）で転移巣にＡ型を示す腫瘍細胞の出現を認めた。(3)原発巣
・リンパ節転移巣ともにＡ型であっても，それぞれの最大ＤＮＡ指標には全く相関を認めなかっ
た。(4)臨床病理学的因子である年齢，性，腫瘍径，術後病期，術後ＴＮＭ因子，組織型，分化
度と原発巣の核ＤＮＡ倍体様式との間には，いずれも有意な相関を認めなかった。(5)原発巣Ｄ
型78例の術後５年生存率（以下５生率）が４８０％であるのに対して，Ａ型２３５例では２３８％と，
有意にＡ型の予後が不良であった。(6)進行肺癌であるⅢ期例では，原発巣のみの検討では有意
差を認めなかったが，転移巣の核ＤＮＡ量も考慮した結果，原発巣・転移巣のいずれかにＡ型腫
瘍巣を認めた１３７例の５生率１０５％に対し，原発巣・転移巣とも，型であった14例の５生率は５８９
％となり，有意に予後良好であった。(7)転移陽性リンパ節レベルが５レベル以上の症例は全例，
原発巣または転移巣にＡ型腫瘍細胞の存在を認めた。(8)Ｃｏｘの比例ハザードモデルによる多変
量解析でも，原発巣または転移巣にＡ型腫瘍細胞の存在を認めることが他の臨床病理学的所見と
は独立した予後因子であることが示された。（９）腫瘍巣全体がＤ型と判定された群では胸郭内
再発が有意に多いのに対し，Ａ型群では遠隔転移による再発例が多かった。
以上，本研究は，核ＤＮＡ量を用いて肺癌の予後を予測する可能性を示したもので，腫瘍外科
学上，有用な論文と評価された。
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